
「白山の火山活動が活発化した場合の
避難計画」における噴火警戒レベル２

の規制範囲円の修正について
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資料4-2
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最新の噴火シナリオ(R4.3.29)を踏まえ、避難計画の13、39頁におけるレベル２の規制範囲
円(想定火口域から概ね２km)の形を修正。
※この修正による入山規制対応・緊急下山ルートには影響なし。
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噴火シナリオ見直し後のレベ
ル２は水蒸気噴火の噴石飛
散と火砕流・火砕サージの範
囲（概ね2km）となっている。

水蒸気噴火による火砕流・
火砕サージの範囲(灰色線)
は2kmの円(噴石の飛散範
囲)からはみ出る。

令和4年3月の協議会で承認された資料によると
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修正の理由：レベル２は水蒸気噴火を想定したものとなるが、最新の白山の噴火シナリオ
（R4.3.29）では、影響範囲は噴石飛散（半径２kmの円）だけではなく、火砕流・火砕
サージの影響範囲も合わさったものであるため。

根拠資料①



レベル２の範囲に火砕
流・火砕サージが含まれ
る旨が記載されている。

同避難計画の5頁、10頁によると

水蒸気噴火による火砕
サージの範囲は2kmの円
(噴石の飛散範囲)からは
み出る

根拠資料②
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修正の理由：レベル２は水蒸気噴火を想定したものとなるが、最新の白山の噴火シナリオ
（令和4年3月29日）では、影響範囲は噴石飛散（半径２kmの円）だけではなく、火砕
流・火砕サージの影響範囲も合わさったものであるため。



参考資料 気象庁ホームページに掲載されている資料

気象庁HPに記載している白山の噴
火警戒レベルの資料では、レベル２
（概ね2kmの範囲）は火砕流・火
砕サージの影響範囲も含めた形で
記載されている。

6


	スライド 1: 「白山の火山活動が活発化した場合の避難計画」における噴火警戒レベル２の規制範囲円の修正について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

